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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  

英語統語法の歴史的発達  

 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

 

 文法書や辞書などでは現代英語における離接詞としての likely の用法について一定の了解がある。つま

り、イギリス英語においては likelyが単独で使われることは少なく、most likelyや very likelyなどのよう

に強意副詞を伴って現れるのに対し、アメリカ英語では likelyが単独で用いられることが頻繁にあるとされ

る。 

 ところが、 Oxford English Dictionary (OED)に挙げられているイギリス英語における1380年のWycliffe

から 1700年代までに至る離接詞としての likelyの用例は、すべて修飾語を伴わず likelyが単独で用いられ

た例ばかりなのである。現代では most や very を伴うのが普通であるとしながら、このように likely の単

独使用例のみを挙げているのはイギリス英語における当時（1800 年ごろまで）の現実の用法を反映したも

のなのか、あるいは恣意的なのか。離接詞 likelyの使用実態を近代英語から現代英語に至るまでの言語資料

を活用しながら歴史的な観点から明らかにしたい。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

英語学     

キーワード Keywords*2 英語史 近代英語 現代英語 離接詞 likely 

 


